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県と市町村、また、市町村間において職員交流が盛んに行われています。
今回は、市町村から県へ派遣され活躍している皆さんに登場していただき、近況を紹介していただきました。

から こんにちは県 町 村市  がんばっていま～す。
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　令和３年４月より、南アルプス市からの派遣交流職員として、スポーツ振興局スポーツ振興課でお世話になっ
ております。
　配属当初は、文書管理や財務会計システムに慣れるまでに苦労し、また業務が集中し大変な時期もありますが、
職場の皆様の温かいサポートにより、いつも楽しくお仕事ができています。
　私の主な業務内容としては、県のスポーツ施設の指定管理業務に関することや陸上競技場とプールの公認に
関することを担当しております。
　指定管理については、南アルプス市で施設管理の業務で携わっていたこともあり、基本的な知識は持っており
ましたが、県施設の方が規模も大きく利用者も様々であり、多様な課題があることを痛感しながら日々業務にあ
たっております。公認については、未経験の分野であり、陸上競技場の公認規則や図面を理解し、公認更新に
必要なことを精査しながら業務を進めております。
　どの業務においても、職場の皆様や関係機関の方々にご相談等させていただき、ひとつずつクリアしていくこ
とで、県のスポーツ振興に関わっていることを実感でき、仕事のやりがいにもつながっております。
　さらに、今年はオリンピックが日本で開催されたこともあり、聖火リレー業務のお手伝いをさせていただいたこ
とは、貴重な体験ができたと思っております。
　この貴重な交流期間の中で、多くの経験を積み、幅広い人脈を作りたいと思っております。
　最後となりますが、日頃よりご指導いただいているスポーツ振興課の皆様にお礼を申し上げるとともに、この
ような貴重な機会を与えてくださった南アルプス市役所の皆様に心から感謝申し上げます。

　令和３年４月より中央市から研修生として総務部市町村課にお世話になっております。
　私は財政担当として、市町村や一部事務組合等の予算・決算の調査及び分析や、地方債の業務に関することを
主として行っています。財政経験のない私にとっては、毎日が不安や緊張の連続でした。日々の業務はすべて一か
らの勉強で、市町村・一部事務組合の担当者様や関係する皆様のご指導・ご支援のおかげで何とか今日まで業
務をこなすことができたと感じています。
　県という今までと異なる立場で財政に関われたことで、国の動向や県内他市町村の状況に目を向けられる機会
となり、広く視野を持つことの大切さを改めて感じました。また、国・県・市町村の役割の違いについても肌で感
じることができ、市町村職員として今後どうあるべきなのかを多く考えさせられる１年となりました。
　あっという間に１年が過ぎようとしていますが、市町村課の皆様を始め、研修生の皆様、市町村職員の皆様、
関係する多くの方々と関わることができたという経験が、私にとって今後大きな財産になると感じています。
　最後になりますが、日々熱心にご指導いただいている市町村課の皆様、不慣れな私からの調査や照会等に迅
速・丁寧にご対応いただいている各市町村・各一部事務組合の皆様、同じ悩みや苦労を共有し共に過ごした市町
村研修生の皆様、このような貴重な機会を与えてくださった中央市の皆様には、心より感謝申し上げますとともに、
今後も引き続きのご指導ご鞭撻のほど宜しくお願いします。

　令和３年４月より身延町から研修生として市町村課にお世話になっております。
　当初は、期待よりも不安の気持ちの方が大きかったですが、課内職員の皆様又研修生同期に恵まれ、毎日充
実した日々を過ごしております。
　税政担当として配属されましたが、これまで町でも税政に携わったことがない私にとって、担当の業務は目
の前に巨大な壁が立ちはだかっているような状態でした。そんな中、４月上旬に課税免除に係る減収補てんの
ヒアリングを行い、その後、地方交付税算定業務、課税状況等の調等の業務に携わらせていただきました。わ
からないことだらけでしたが、自分自身で勉強し、又前任者や担当内職員の皆様からご指導いただく中でなん
とか業務を進めていくことができました。
　また、衆議院選挙では、県選管として選挙公報を担当させていただき、町でも選挙担当を経験しましたが、
県選管として選挙に携わることができ、とても幸運だったと思います。
　現在は、交付税検査を実施しており、各市町村ご担当者のご協力をいただきながら業務を進めているところ
です。
　今回の研修で県としての立場で業務ができたこと、又国と直接やり取りができたことは、貴重な体験となり、
視野を広く持つことの大切さを改めて実感することができました。
　このような貴重な経験をさせていただけているのも、日頃から温かくご指導してくださる市町村課職員の皆
様、照会等に迅速にご対応いただいている各市町村ご担当者の皆様、そして厳しい人員の中、研修生として送
り出していただいた身延町役場の皆様のご理解・ご尽力があるからこそだと思っております。この場をお借り
して心から感謝を申し上げます。
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がんばっていま～す。
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　令和３年４月より鳴沢村から研修生として、総務部市町村課にお世話になっております。市町村課では行政
選挙担当として、住民基本台帳、行政改革、行政情報化等を担当しています。住民基本台帳事務では、各市町
村の皆様に住民基本台帳ネットワークシステムの自己点検をはじめ、更新作業や調査等にご対応いただきまし
て、この場をお借りして感謝申し上げます。
　行政改革の分野においては、システムの標準化・共通化が計画されており、現在のところ住民基本台帳事務
をはじめとする１７業務について、令和７年度までに各自治体において標準準拠システムへ移行することとなっ
ているため、今後も国が示す手順等について情報収集を行っていきたいと考えております。
　今年は、衆議院選挙が執行され、私は投開票オンラインシステムによる総務省への報告業務を担当しましたが、
報告時間に追われながらも正確な情報を報告する必要があり、高い緊張感の中で行った業務は貴重な経験になっ
たと感じております。
　慣れない環境の中で始まった研修生生活でしたが、日々業務をこなすことができているのも皆様の暖かいサ
ポートのおかげです。県の職員や他の研修生の方々との交流や繋がりこそが最も財産になると考えております
ので、今後も人との繋がりを大切にしながら業務に励んでいきたいと思います。
　最後となりますが、日頃よりご指導いただいている市町村課の皆様に御礼を申し上げるとともに、このよう
な機会を与えてくださった鳴沢村職員の皆様に心から感謝申し上げます。

　令和３年４月より、甲府市からの交流派遣職員として山梨県峡東保健福祉事務所衛生課にお世話になってお
ります。
　当初は、慣れない環境や業務に戸惑うばかりでありましたが、周囲の皆様の温かいご指導やご助言に支えられ、
なんとか業務をこなすことが出来ています。
　衛生課では、食品衛生、薬事衛生、生活衛生、動物愛護に関する業務等を行っており、私は主に食品衛生と
薬事衛生を担当させていただいておりました。
　食品衛生は食品衛生法改正に伴い、多くの事業者への影響がありました。このことによる地域住民や事業者
への応対は得がたい機会でありました。
　さらに、昨今では生活衛生の業務について触れる機会を増やしていただき、多くの知識や経験を得る環境を
整えていただきました。
　また、コロナ禍により、保健福祉事務所内で課を超えた連携が強く求められ、業務縮小計画の発動や他課へ
の応援など、これまで机上でしか考えていなかったことを実際に行う貴重な経験を得ることも出来ました。
　多くの経験に恵まれ、やりがいのある充実した時間を過ごしています。ここで得られた経験や関わった人々
との繋がりは甲府市へ戻った後も私の財産になることを確信するとともに、与えられた一日一日を大切に過ご
していきたいと考えています。
　最後になりますが、日々支えてくださる衛生課の皆様、このような貴重な機会を与えてくださった甲府市役
所の皆様には、心から感謝を申し上げます。ここで得た知識、経験や人との繋がりを大切にし、これからも自
己の研鑽に努めて参りますので、今後ともよろしくお願いいたします。

　令和３年４月より大月市から交流派遣職員として富士・東部建設事務所道路課にお世話になっています。異動

当初は、初めての県のシステムや市では経験がない工事にすぐに慣れることはできず、戸惑いばかりでしたが周

囲の皆様の温かいご指導やサポートに支えられ、日々精進しております。

　私は、北部道路担当として主に大月市・小菅村・丹波山村の国道・県道など主要な幹線道路の整備を推進す

る業務を行っております。業務内容としてはバイパスの推進事業、橋梁耐震補強業務、各種委託業務等の業務

を担当しております。大月市内のバイパスの推進事業・橋梁の耐震補強業務を担当させていただき、とてもやり

がいを感じながら業務を進めさせていただいております。今回の出向は市ではなかなか経験できない工事・シス

テムを学べる貴重な機会であります。初めての経験ばかりで、苦悩の毎日ですが職場の皆様のサポートもあり、日々

勉強し成長出来る大変充実した毎日を過ごしていると実感しております。

　また、この機会を活用し県職員の方々と積極的に関わり、人脈を広げていき大月市へ戻った後も出向中の人脈

を活かせるよう今後の業務に注力していきたいと思います。

　最後になりますが、このような大変貴重な機会を与えてくださった大月市役所の皆様、ご指導してくださる職場

の皆様に心から感謝申し上げます。まだまだ至らぬ点がありますが今後ともよろしくお願い致します。

市町村課
主任
渡邊 泰知
（鳴沢村）

峡東保健福祉事務所
主任
中村 精太
（甲府市）

富士・東部建設事務所
技師　
天野　光
（大月市）
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宝くじの販売状況と宝くじ公式サイトインターネット販売について
　今号の振興協会たよりでは、令和3年度のサマージャンボ宝くじ及びハロウィン
ジャンボ宝くじの販売実績と、平成30年10月から販売を開始した宝くじ公式サイ
トインターネット販売状況等について紹介をいたします。

1 令和3年度サマージャンボ宝くじ及びハロウィンジャンボ宝くじ販売実績
　令和3年度のサマージャンボ宝くじの販売実績については、コロナの影響等により
前年度を10%下回る結果となりましたが、ハロウィンジャンボ宝くじについては、前年
度を9%上回る結果となり2年連続で売上増となりました。
　各市町村の皆様におかれましては、精力的な広報活動や宝くじ特設売場等様々な
取り組みをいただきました。誠にありがとうございました。
　・サマージャンボ宝くじ　	 約669億円	（前年度比10.05％減）	（山梨県　約4億88百万円、前年度比		7.51％減）
　・ハロウィンジャンボ宝くじ	 約380億円	（前年度比		9.18％増）	（山梨県　約2億83百万円、前年度比11.39％増）

２ 宝くじ公式サイトインターネット販売の状況
　宝くじの売上は、平成17年度の約1兆1千億円をピークに減少傾向となる中、令和2年度から3か年で若年層への販
売促進を重点とした緊急対策を実施しておりますが、とりわけ若年層がアクセスしやすいインターネット販売の普及促進
に取り組んでおります。
　宝くじ公式サイトでのインターネット販売は、平成30年10月から開始しましたが、その会員数は、全国で約407万人
(前年比126万人増)、内山梨県約28万人(前年比8千人増)と年々着実に増加し、インターネットによる宝くじ販売シェア
も順調に伸びております。

３ 宝くじの販売促進について
　市町村の様々な地域課題や魅力あるまちづくりのた
めの貴重な財源であるサマージャンボ宝くじとハロウィ
ンジャンボ宝くじの販売促進に向け、本協会として各
種 PR 活動に努めてまいりますが、各市町村におかれ
ましても引き続きご協力いただけますようお願いします。
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サマージャンボ
（７月発売開始）

95億円
(25億円増　135.7%)

14.1%
(4.7%増)

61百万円
（15百万円増　132.1％）

12.5％
（3.8％増）

ハロウィンジャンボ
（9月発売開始）

65億円
（21億円増　147.1％）

17.2％
（4.4％増）

42百万円
（14百万円増　149.9％）

14.9％
（3.8％増）

宝くじ収益金交付額 ( 山梨県 ) （単位 : 千円）

宝くじ公式サイトインターネット販売実績とシェア率

※ (　　) 数値 前年比　　　
※令和 3 年 10 月 22 日（R3 ハロウィンジャンボ宝くじ販売終了日）現在

「幸運の女神」上村理事長（北杜市長）表敬訪問

ご当地クーちゃん山梨県
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市町村振興協会たより

サマージャンボ宝くじ 
　発売期間 7月  5日(火) ～ 8月 5日 (金)

ハロウィンジャンボ宝くじ 
　発売期間 9月21日(水) ～ 10月 21日 (金)

令和4年度
宝くじ公式サイト
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